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二
0
一
七
年
度
退
職
者
会
定
期
総
厶
秀
、
一
月
二
七
日
午
後
三
時
か
ら
四

番
町
奨
塗
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
一
八
名
の
会
員
と
三
名
の
来

賓
の
N
力
あ
り
、
す
ぺ
て
の
璽
と
郭
貞
力
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
買
眼

詐
鴛
の
た
め
龜
さ
れ
た
衞
前
会
長
を
悼
み
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、

ぜ
ひ
お
読
み
く

.
、
、

、

閏詮錢

与
"
.

.

、
,
"
ノ
,

"
、

会
ス

1

水
上
会
長
は
挨
拶
で
こ
の
一
た
会
員
の
交
流
、
親
睦
学
習
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

年
を
振
り
返
り
、
原
発
再
稼
働
・
会
に
な
ど
に
延
ベ
六
十
四
名
が
最
近
沖
縄
に
行
っ
た
会
員
か

沖
縄
辺
野
古
新
基
地
・
戦
争
法
参
加
、
ム
三
一
ユ
ー
ス
の
充
実
を
ら
、
辺
野
古
・
高
江
に
行
っ
て

に
反
対
す
る
取
り
組
み
を
、
い
心
が
け
延
ベ
四
十
六
名
の
会
員
き
た
が
美
し
い
自
然
を
破
壊
す

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
運
動
と
の
方
か
ら
投
稿
が
あ
っ
た
こ
と
る
新
基
地
建
設
は
許
せ
な
い
、

ま
た
、
別
の
会
員
か
ら
は
、
会

ニ
ユ
ー
ス
は
内
容
が
豊
か
で
地

域
で
の
活
動
に
も
紹
介
し
て
い

る
、
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

都
退
協
の
米
谷
副
会
長
か
ら
安
活
動
方
針
で
は
退
職
者
会
員
た
。
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せ

一
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一
,

.
、
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゛
ミ
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ベ
一
四
七
名
が
参
加
し
た
こ
と
、
の
交
流
・
学
習
高
齢
者
の
生

年
金
・
医
療
・
介
護
を
は
じ
め
活
と
権
利
を
守
る
、
戦
争
法
の

と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
廃
止
・
原
発
再
稼
働
反
対
・
沖

に
反
対
L
、
会
一
一
ユ
ー
ス
に
ょ
縄
新
基
地
建
設
反
対
な
ど
平
和

る
情
級
提
供
や
署
名
行
動
な
ど
と
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み

取
り
組
ん
だ
こ
と
、
沖
縄
辺
野
を
進
め
る
。
ま
た
平
和
と
民
主

古
で
の
新
基
地
建
設
に
反
対
し
主
義
を
守
る
活
動
に
「
共
謀
罪
」

署
名
行
動
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
の
策
動
阻
止
を
追
加
す
る
こ
と

1
 
賢
、
、

L
,
 
4

、
゛
ゞ

,
し
て
旺
盛
に
取
り
組
ん
で
来
た
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
来
賓
か
ら
は
区
職
労
の
留
場
;
、
口
 
B

1

同
封
の
議
案
轡
を

だ
さ
い
。

一
、
一
、

ν
亨
、

气
ノ

、

、
1七
t,,

'

籍
黙
罷
票
畿
彩
一
δ
モ
年
度
活
動
方
針
の
概
略

ま
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
、

明
る
い
一
一
ユ
ー
ス
だ
。
生
き
て
総
会
で
承
認
さ
れ
た
方
針
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
す
す
む

い
る
限
り
青
春
、
ぜ
ひ
樞
歌
し
ま
ず
「
情
勢
」
と
し
て
、
一
昨
年

運
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
九
月
に
「
戦
争
法
」
を
強
行
可
決
そ
の
一
方
で
こ
う
し
た
動
向
に

二

と
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
し
た
安
部
首
相
の
条
政
治
が
ま
多
く
の
国
民
が
危
倶
を
抱
き
金
国

ま
し
た
。
一
ツ
橋
労
働
金
庫
、
す
ま
t
悪
化
し
て
い
る
と
し
て
い
各
地
で
憲
法
と
立
憲
主
義
を
守
る

住
宅
生
協
か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
昨
年
十
一
た
め
の
住
民
と
各
種
団
体
が
中

J
 
.

ー
、
,
.

鳥
工

月
の
南
ス
ー
ダ
ン
自
衛
隊
員
派
兵
、
心
と
な
っ
た
運
動
が
展
開
さ
れ
、

ま
し
た
。

憲
法
改
悪
の
策
動
「
ア
ベ
ノ
ミ
こ
れ
に
呼
応
し
て
野
党
が
連
携
す

.
゛
一

「
戦
争
法
」

廃
止
行
動

1

活
動

ウ
ス
」
の
行
き
詰
ま
り
と
格
差
と
る
と
い
う
か
つ
て
な
い
情
勢
が
生

に
延
ベ

四
七
人

報
告

貧
困
の
拡
大
、
介
護
保
険
・
後
期
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
退
職

高
齢
者
医
療
制
度
・
年
金
の
改
悪
、
者
会
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
と
り
く

取
り
組
み

活
動
報
告
で
は
、

ノ

,
の
特
徴
と
し
て
憲
法
違
反
の
沖
縄
県
民
上
げ
て
の
基
地
反
対
運
み
を
す
す
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

「
戦
争
法
」
(
安
保
法
制
)
の
動
ヘ
の
暴
挙
、
 
T
P
P
問
題
そ
し
述
ベ
て
い
ま
す
。

廃
止
を
目
指
し
毎
月
十
九
日
の
て
「
共
謀
罪
」
の
策
動
と
い
う
特

要
求
実
現
に
む
け
連
携
強
化

国
会
前
行
動
(
総
が
か
り
行
動
徴
的
な
事
例
を
あ
げ
て
示
し
て
い

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
会
員

実
行
委
員
金
に
十
九
回
、
延
ま
す
。

勺

倍
政
権
の
暴
挙
で
国
民
の
命
と

{
'
'
.
一
、
鴇

一
"
ゞ
-
g

ヱ
菱
器
.
心
与
、

.
一

巳
宙
子
゛

ー
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{
」
ー

玉
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ー
ー
ー
ー
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ー
ー
Ⅱ
登
ト
ー
ー
ー

風
一

「
職
昂
法
」
廃
止
国
会
前
行
動
で
掲
げ

て
き
た
プ
ラ
カ
ー
ド
の
前
で
発
言
す
る

局
儒
会
長
。
磯
は
渡
辺
顧
問
。

の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
て
、
千
代

田
区
職
労
や
都
退
協
主
緒
に
運

動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
千
代
田
区
職
労
退
職
者
会
の

発
展
と
退
職
者
会
員
全
体
の
交
流

を
図
る
活
動
な
ど
十
五
項
目
に
わ

た
る
而
玉
調
に
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
基
調
は
概
ね
昨
年
の
方

針
と
同
じ
で
す
が
、
協
力
す
る
関

係
団
体
と
し
て
都
退
協
や
こ
の
間

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
労
金
や

住
宅
生
協
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ

た
通
常
国
会
で
提
出
が
危
恨
さ
れ

る
「
共
謀
罪
」
に
つ
い
て
、
退
職

者
会
に
と
つ
て
も
重
大
な
問
題
と

し
て
追
加
し
て
い
ま
す
。
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新年会に花を添えてくれた
フノレートとピアノの演奏

松浦永司(再)

前原京子(再)
吉本茂喜(再)

橋本泉(新)

小路恵子(新)

事務局長

事務局次長

会 計

会計補佐

常任幹事

_^

^^^^

留場

.ー^^^^
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会計監事高橋

総
会
の
後
は
新
年
会

ス
一
子
ド
上
映
フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
演
奏
点
方
巻

総
会
の
後
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
四
番
町
冬
室
を
後
に
し

て
、
半
蔵
門
の
ア
イ
ビ
ー
ロ
ー

ド
を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
た
。

恒
例
の
三
部
合
同
新
矢
=
で
す
。

ム
募
讐
f
同
じ
「
ア
イ
ビ
ー

ロ
ー
ド
」
。
小
ぢ
ん
ま
り
と
落

ち
着
い
た
会
場
で
す
。

冒
頭
区
職
労
の
堺
委
員

長
が
挨
拶
に
立
ち
「
戦
争
法
や

年
金
削
減
な
ど
厳
し
い
状
況
の

も
と
で
の
退
職
者
会
の
皆
さ
ん

の
奮
闘
を
区
職
労
も
大
い
に
見

習
わ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

新
矢
=
は
吉
本
退
職
者
会
幹

事
の
進
行
の
も
と
、
縄
の
基

地
建
設
に
反
対
し
て
辺
野
古
を

訪
れ
た
会
員
が
撮
っ
た
ス
ラ
イ

ド
上
映
が
あ
り
、
さ
ら
に
旅
行

会
で
も
顔
な
じ
み
の
お
二
人
の

フ
ル
ー
ト
と
ビ
ア
ノ
の
演
奏
で

新
春
を
祝
い
ま
し
た
。

大
皿
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
御

馳
走
は
今
年
も
桜
井
書
記
の
手

作
り
で
、
会
場
を
一
杯
に
う
め

た
参
加
者
は
久
し
ぶ
り
に
見
る

顔
に
賑
や
か
に
話
の
花
を
咲
か

1
云
モ
釜
釜
弩

男
裂
否

7

、
:
 
1
向
制
申
1
:
=
ー
:
.
 
1
車
゛
.
ー
,
睡
.
ー
:
開
 
1
 
.

せ
な
が
ら
、
美
味
し
い
料
理
に

姦
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
元
気
に
会
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
願
い
な
が
ら
三
部

合
同
新
矢
=
を
終
わ
り
ま
し
た
。

一
月
二
七
貝
厚
生
労
働

省
は
四
月
か
ら
の
公
的
年
金

額
を
0
 
・
一
%
引
き
下
げ
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
六
月
支

給
分
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
二
0
一
六
年
の

消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
よ

り
0
 
・
一
%
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
こ
と
に
合
わ
せ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

政
府
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
ょ
り
景
気
は
好
転
し
て
い

る
と
強
弁
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
指
標
と
し
て
い
る
物
価

上
昇
は
起
き
て
船
ら
ず
、
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と
で
年

金
額
も
下
げ
ら
れ
れ
ば
、

消

費
は
ま
す
ま
す
冷
え
込
み
、

景
気
後
退
と
高
齢
者
の
生
活

苦
と
い
う
悪
循
環
は
一
層
強

一
一
0
一
七
年
度
問

響
決
ま
る

一
月
二
七
日
に
行

わ
れ
た
総
会
で
、
一

七
年
度
退
職
者
会
の

新
し
い
役
員
が
下
記

の
通
り
決
ま
り
ま
し

た
。
新
任
は
常
任
幹
事

に
橋
奈
さ
ん
と
小

し
て
「
そ
の
よ
う
な
権
限
は

な
い
」
と
声
を
荒
げ
て
否
定

.

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
過
剰

と
、
 
0
 
・
九
%
の
引
き
下
げ

反
応
ぶ
り
が
か
え
っ
て
疑
惑

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
権
限
外

に
な
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

だ
と
言
い
な
が
ら
、
 
G
P
1

ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

F
が
株
ヘ
の
運
用
比
率
を
変

イ
ド
は
、
物
価
下
落
時
に
は

え
た
の
は
安
倍
首
相
の
意
恂

実
施
を
見
送
る
隹
阻
み
と
な
っ

て
い
る
た
め
今
回
は
発
動
さ

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
経
過
を
み
れ
ぱ
明
ら
か

れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
で
す
。

え
?
年
金
讃
立
金
が
ア
メ
リ
カ
の
投
資
に
!

年
金
積
立
金
は
、
国
民
の

老
後
の
生
活
の
た
め
に
安
定

的
に
運
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
、
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
増
大

の
た
め
に
運
用
さ
れ
て
は
た

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
」
に
奉
仕
す
る
の
で
は
な

く
、
日
本
の
国
民
の
暮
ら
し

を
良
く
す
る
た
め
の
政
治
を

や
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

び

再
再
再
再
再
再

二
夫
男
優
明
恵

末
哲
佳

和

部

岸
汰
本
舛

上

山
藤
西
服
桜

水長
長会

ま
る
で
し
よ
う
。

な
お
、
昨
年
暮
れ
に
国
会

で
強
行
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る

「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
は
二
0

一
二
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
仮
に
と
の
新
ル
ー
ル

を
今
回
に
適
用
し
た
と
す
る

(
(
(
(
(
(
(
(
(

)
)
)
)

役

盟
子
さ
ん
の
船
二
人
。
い
司

れ
も
三
月
末
で
現
在
の
仕
事
を

退
職
さ
れ
る
予
定
で
す
。
退
任

度年

再
再
再
子
秀

子起

和
光

由

籍
本西

)
)

会
副

Ⅱ
1
1
Ⅱ
Ⅱ
"

年
金
問
題
を
巡
っ
て
は
、

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立

行
政
法
人
(
G
P
1
F
)

こ

よ
る
株
式
ヘ
の
投
資
比
率
増

火
(
二
0
一
四
年
度
に
株
の

比
率
を
二
五
%
か
ら
五
0
%

に
倍
増
)
で
、
大
き
な
り
ス

ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
<
屋
は
さ
ら
に
ア
メ

は
新
沢
久
美
子
さ
~
九
年
間

常
任
幹
事
を
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
沸
さ
ま
で
し
た
。

)縛
儒
傅

弘

ー
ー
Ⅱ

)
泌
飴
離
難
既

顧

再
再
再

(
(
(

)

西
辺
藤
橋

河
渡
安
高

問

リ
カ
へ
の
投
資
に
使
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
心
配
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
t
。

安
倍
首
相
の
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
ヘ
の
「
お
べ
っ
か
」
外

交
の
貢
ぎ
物
と
し
て
、
年
金

積
立
金
を
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
に
使
う
案
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍

首
相
は
国
会
で
の
追
及
に
対

新
年

1

退
臓
者
会
の
会
計
年
度
は
、

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
Ξ
十
一

日
で
す
。
今
年
も
新
し
い
会
計

年
度
に
入
り
、
会
費
納
入
の
お

願
い
を
す
る
時
期
と
な
の
荻
し

た
。
こ
の
ニ
ユ
ー
ス
と
同
封
の
払

込
鬻
で
最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら

払
い
込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
千
代
田
区
役
所

に
用
事
で
来
ら
れ
る
方
は
、
直

接
組
合
事
誘
(
5
階
)
で
納

入
し
て
下
さ
い
。

会
費
は
据
え
置
き
で
年
一
五

0
0
円
で
す
。

0

0

0

払
絵
お
ー
つ

て
、
退
職
者
会
に
伝
え
た
い
こ

と
を
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
の

で
船
書
き
く
だ
さ
い
。
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f."""""川""""脚,""""""""""""""""""
私は昭和4ク年から6年間、千代田区職員として

三働き家した。

退職してから也優しい友注に恵まれ、現在も食事

垂会、旅行にi秀っていたがき感謝しております。 5年

言前に大病をしましたが、今イ女後悔した人生を送りた亘 f"1111M1111n"1"11"""U"郷""""""1"1"""{1"1"""""""川111 菊゛也智美子さん 1"1
言くないと思い、前向きに鉦日を過ごしています。Ξぞ、_、.1 、、、、
委毛見在は、河2回千代田区六子登下の生涯学習センターをを口゜'、'kご C e ご
をで、障害渚親子とのスクェアーダンスをボランティゑΞ噂'ー゜ラのレツスンを支けてい
言アとして活動してぃます。親子の前向き=Ξます0 貝うことは体に良いものだと吉われ、腹から戸を出
言て'てし゜、の別゜L モして。貝ってぃます。
言"'曽゜ぐミ>す゛、皙Ξ昨年はかがや勢プラザ(旧区投所)で年忘れのど自慢大モ何をするにも健康第_ですね!!'ニー武4、"ほ昨年はかがや、プラザ(旧区投所)で年心れのど自慢大L 何をするにも健康第一ですね!!ζート1魯を,11'Ξ<に出場し、司<をやったり唄ったり楽しく過ごしまけ、Ⅱ1川1目1ⅡⅢ脂Ⅱ11ⅡⅡ11Ⅱ川1Ⅱ111Ⅱ1Ⅱ1"11111N111111川111i川Ⅱ1川畦11羽1111111ⅡⅢ111111Ⅱ1111,;,P 1七'..',il¥塁'ー、'、 C ,、、】」0

1訓脚111111Ⅱ11Ⅱ1ⅡⅢⅢⅡ11Ⅱ"1ⅢⅡ11111Ⅱ1Ⅱ1111111Ⅱ1Ⅱ1111Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ111Ⅲ1Ⅱ1"川1"N1帥1111111"Ⅱ1 "'

"叫,""""".福島むつ子さん"""""""'"""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""地Ⅱ"""Ⅱ""""""""""""'、,,.~"

Ξ私は2W3年に64歳で再雇用(保育園勤務)を処わりにしました。Ξゞ・二j
二 20m年、最肋で最後の海外旅行が、スィスのマッターホルン周辺トレッキングでした。このを'

古泉操代さん

2017年2月15異

Ⅱ

*、
_,称_面・,.

・'近1兄1

時私は、やはη山の島る風景、山旅が好きだと認識したものです。登ってぃるときは苦しいけ

れど、美しい山野草、かわいい野鳥や動物、谷のせせらぎゃ滝、四季折々の色、雄大な風景ン

励まされ、登頂した時の漣成感。また、旅人同士の一朔一会の出会いも、すごくぃいんです。

若いころ、費用と時間力稔午す限り、富士山、穂高、ハケ岳、尾瀬等ヘ出かけました。結婚し

てからの家族旅行もほとんビが山放でした。そのうち深田久弥の「日本百名山」が出版され、

退職後百名山のうち五十名山登頂を目指し、パートナーと登ろうと決め、北岳、閥ノ岳、槍ケ
岳等々登りました。若いころ登0た山と合わせて四十二座ですが、パートナーが急な病に

かかり、今は闘病をサポートしっつ、一緒に温泉治療に出かけたりしてぃます。

日々、 2匹の愛犬と散歩 U印万歩前1幻したり、時々婦人サークルの行事や署名活動、
妻集会にもできるだけ参加してぃます。
1」1111川111111川111111ⅢⅢ1且11111!{11111"!川1111111Ⅱ111"1粥111川畦1ⅢⅡ1111111111Ⅱ11Ⅱ111Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ111Ⅱ"11ⅢⅢ111111111!Ⅱ"1111川Ⅲ111Ⅱ11111111111111111111111111昨川川川111111川1111ⅡⅡ11Ⅱ111ⅢⅢ111Ⅱ1111111Ⅱ1Ⅱ1

=:

会員の皆さんから味加喰丘兄」

を投稿していただいています。

できるだけ多くの方々の近況

をお届けしたいと思いきすので、

ご協力をお願いします。

一羊、、、゛ーカ、な

、ノ゛事i墨'゛ 1ル士一ゞ、

'叫11
..

0060
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ミ゜べっびんさんところで「別品」の意味を取り違えていないか心1
1 寺山光秀配になって図書館ヘ行き、小学館「大口本国語大辞1
{典」を引いてみた。辞典にはこう書いてあった。1

、

、、

、

、

、

、

朝ドラ「べっぴんさん」が昨年10月から始まって「別品①特別にすぐれた品、とりわけてすぱらしい
品また、とりわけてよくできた人、品量人」と「別いる。

「べうぴんさん」という題名は主人公である美人品」には「すぐれた品物」だけではなくて「すぐれ
の若奥さん「すみれ」に親しみを込めて付けた「別た人物」という意味もあり、二番目の意味として

嬪さん」なのだろうと思った。そう.思ったが「待て「②(「別嬪」とも)美しい女性、美女、美人、
よ」、「別嬪」ではなく「別品」かもしれない、そ量よし」と「美人」の意味もあった。

辞典を引いたおかげで賜暗凶の詳しい意味が分う角¥釈した方が面白いとも思った。

単純な「美人さん」ではなくて、「特別にすぐれかり考えが広がった。ドラマの題名「べっぴんさん」
た品物」「その場その人にとって特の意味を「別嬪」より御ぽ帖と捉えたほうが幅も
別な品物」に「さん」をっけて擬人深みもあって豊かだと考えたのは正解だったようで

化された逸品、美人と逸品、などとあるが、ドラマの作者はさらにその上を行っている

解釈すればどんな逸品や美人が現れことに気がっいた。平仮名の「べっぴんさん」1
璃歌釦も賜リ品」もみノνな含んでいるのであった。て物語がどう展開するのだろうか、
これからも「朝ドラ」を最後まで見届けたいと思っと期待が持てて面白いと思ったので

て船ります。ある。
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雁迎罫)1取り戻そう払いすぎた税金

3月4日(土)
原発ゼロd場課V＼

福島と判こ全国大集会
13時日比谷野音

集合日比谷図書館前

、,T、J,、,,、J,、h、JT、J,、JT、J,、門、JT、JT、,,、J〒、J〒、JT、゛T、,,、ノ"J,、J,、゛武J,工J,、J,、1呉ノt、JKJ"゛,風h、J〒、h、J武門、JT、JT、,,、JT、1T、J,、J,、才,、JT、i,、,冒竪門气,〒、,武゛,气J十、,,、Jt、,,、J,气,,、J,、,,气JT、h、J下J冒、゛式子闇、,^i,、,,乢」,、,秩"、^^".

トノ・'-y'

確

ιヒ

に
て才

冨月訟日(土)
反属溌!福島・祈の

を超えて~ス集会
17時国会正門前

集合永田町小学校前

マ

イ
ナ
一ず
J式

く
て

も
よ
し、

、、.ψ一

曼
は

?

器月Z◎日(祝)
いのちを守れ!さよ
恋ら原発全国集会

13時代々木公園

集合公園内歩道橋下

3・19 園会前行動
玲時永田町小学校前

審
粛
に
マ
イ
ナ
ン
パ
ー
器
禦

二
月
エ
ハ
日
か
ら
所
得
税
の
栗
里
口
が

始
ま
り
ま
す
。
今
回
か
ら
申
告
書
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
二
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
覚

え
て
い
る
人
は
ま
ず
居
ま
せ
ん
し
、
「
通
知

ー
ド
」
、
を
経
目
し
た
場
.
目
子
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
は
反
対
な
の
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
使
い
た
く
な
い
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
す
る
つ
も
り
だ
け

ど
確
却
1
し
て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
や
「
通
知
力
ー
ド
」
が
必
要
に
な
っ
た

リ
、
住
民
票
の
写
し
や
免
許
証
の
写
し
が
必

要
と
い
う
の
で
は
面
倒
く
さ
く
て
や
っ
て
ら

れ
な
い
、
と
ぼ
や
く
人
も
い
ま
す
。

医
ミ
除
が
受
け
ら
れ
る
の
で
還
付
申

告
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
手
続
き
が
面
倒
に

な
っ
た
の
で
里
口
し
な
い
、
と
い
う
人
も
現

れ
て
い
ま
,
。
(
里
口
不
要
制
度
'
公
的
年

金
収
入
が
四
0
0
万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外

は
、
申
告
書
ヘ
の
記
入
は
法
律
上
の
義
務
だ

が
罰
則
規
定
は
な
く
、
記
入
せ
ず
に
提
出
し

て
も
受
理
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
全

生
連
と
い
う
団
体
轟
務
省
と
交
渉
し
、

確
認
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
申
告
書
を
税
務
署
等
の
窓
口
ヘ

持
参
L
た
場
合
は
、
執
勤
に
番
号
記
入
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

窪
凱
書
は
瓢
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
庁
の
「
垂
疋
申

告
ー
コ
ー
ナ
ー
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

使
っ
て
里
口
書
を
倭
す
れ
ば
、
一
切
計
算

す
る
必
要
な
需
単
に
申
告
書
を
倭
で
き

ま
す
が
、
こ
の
災
口
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
入

力
し
な
く
て
1
集
は
完
了
で
ミ
す
。

面
倒
が
ら
ず
に
申
告
を

窪
呆
要
制
度
に
ょ
り
整
窪
口
を
し
な

い
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
里
国
し
て
課
税

雫
h
が
減
る
こ
と
に
な
れ
ば
所
寝
の
還

付
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
税
や
健

康
俊
・
ー
よ
ど
に
轟
及
し
ま
す
。

医
療
釜
除
は
「
所
額
」
の
5
%
以
上

の
医
發
が
か
か
っ
て
い
れ
ぱ
発
生
し
ま
す
。

医
馨
と
し
て
認
め
ら
れ
る
費
用
は
結
構
幅

広
い
の
で
昨
年
医
倭
関
に
か
か
っ
た
人
は

一
応
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

確
疋
里
口
は
三
月
一
吾
ま
で
で
す
。

松
喋
中
が
ト
ラ
ン
プ
で
騒
々
し
い
ね
。

テ
ツ
そ
れ
に
し
て
、
入
国
禁
止
措
置
と
い
う

の
は
異
常
だ
ね
。
ア
メ
リ
カ
を
テ
ロ
か
ら
守

る
、
と
言
っ
て
い
る
け
ど
、
七
ケ
国
か
ら
の

入
国
を
松
歪
す
れ
ば
テ
ロ
か
キ
れ
る
と
い

う
理
屈
か
わ
か
0
系
い
ん
ガ
、

松
ま
つ
た
く
だ
よ
。
七
ケ
国
が
危
険
で
そ
れ

嫌
は
安
全
1
よ
ぜ
言
え
る
の
9

テ
ツ
理
由
も
綴
も
示
さ
ず
、
一
南
に
言
い

釖
っ
て
世
界
中
に
物
議
を
か
も
す
な
ん
て
、

国
の
り
ー
ダ
ー
の
や
る
こ
と
じ
や
あ
な
い
ね
。

松
峠
中
の
首
脳
た
ち
が
批
判
を
し
て
い
る

の
は
当
竺
と
思
う
よ
。
と
こ
ろ
が

日
本
の
安
倍
だ
け
は
ダ
ン
マ
リ
を
決

め
込
み
、
喜
々
と
し
て
訪
米
し
て
ゴ

ル
フ
三
昧
だ
あ
き
れ
六
、

テ
ツ
う
~
禄
な
光
景
と
い
っ
て
い

い
ね
。
喋
中
の
塑
い
に
な
ら
な

き
ゃ
い
い
け
ど

松
い
、
も
、
暴
っ
て
る
よ
。

テ
ツ
そ
れ
に
し
て
も
、
絵
も
な
く
理

由
も
示
さ
ず
、
勝
手
な
思
い
込
み
で

政
珍
操
る
と
い
う
風
潮
に
は
困
っ

た
も
の
だ
。

松
「
戦
閏
状
況
な
ら
ー
を
黍
で
き
な

い
か
ら
廃
棄
し
た
と
と
に
し
て
、
幕
ジ
ユ

バ
は
「
安
定
」
し
て
い
る
、
「
戦
閏
は
起

き
て
い
な
い
戸
契
だ
っ
た
、
と
言
い
張
っ

て
月
侮
を
黍
し
た
わ
け
だ
。

テ
ツ
そ
れ
だ
け
じ
や
あ
な
い
、
日
報
が
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
、
誤
魔
化
し
よ

う
が
な
く
な
っ
た
ら
、
、
倫
と
い
・
2
言
葉
は

ー
れ
る
か
金
大
と
い
巨
=
ー
つ

と
開
盲
っ
た
ん
だ

j

松
そ
れ
う
て
、
ウ
ソ
に
ウ
ソ
を
重
ね
て
、
見

松
風
や
は
9

テ
ツ
う
ん
、
い
い
例
が
日
本
の
今
の
政
:

治
だ
な
。
日
本
の
場
合
は
思
い
込
み
と
い
う

生
易
し
い
も
ん
じ
や
あ
な
い
。
ウ
ソ
と
ご
ま

か
し
で
政
治
を
操
る
と
い
う
、
と
ん
で
も
な

い
誰
よ
。

松
そ
れ
は
僕
驫
じ
て
る
。
国
会
で
の
稲
田
松

笈
臣
の
答
弁
で
強
急
っ
た
ね
。

テ
ツ
あ
れ
は
ひ
ど
い
。
南
ス
ー
ダ
ン
で
起
き
た

「
戦
閏
を
「
衝
ぎ
と
言
い
換
え
た
。
現

地
の
戸
際
の
日
報
に
は
っ
き
り
「
戦
闘
が

生
起
し
た
」
と
氾
禽
れ
て
い
た
た
め
、
こ

れ
は
ま
ず
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
ま
ず
こ
の

日
報
を
廃
棄
し
た
と
ウ
ソ
を
つ
い
た
わ
け
だ
。

、
.

、
¥

〕
'
ヘ

、

一
一

つ
か
っ
た
ら
「
何
が
悪
い
」
と
言
っ
て
い
る

わ
け
ね
。

テ
ツ
大
問
題
な
の
は
、
一
冨
葉
を
言
い
換

え
れ
ぱ
憲
法
に
触
れ
な
い
、
と
い
う

発
想
だ
よ
。
こ
ん
な
こ
と
が
通
用
す

る
な
ら
、
言
葉
の
言
い
換
え
で
誤
魔

彬
て
何
で
も
で
き
る
。
婁
は
あ
っ

て
無
き
が
如
し
だ
。

松
似
た
よ
ー
よ
こ
と
が
安
倍
籍
で

は
頻
発
し
い
て
い
る
よ
な
。
単

る
こ
と
を
「
穏
的
平
和
主
義
」
と

言
い
、
武
需
出
を
「
防
衛
篇
品

の
稔
」
と
言
う
。

1

J

一
1

正
申
告
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
必
要
な
の

か
?
調
ベ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
言
え
る
こ
と

テ
ツ
ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
。
オ
ス
プ
レ
イ

.
一

「
不
時
芦
、
今
国

の
「
"

は

会
ヘ
の
提
出
を
狙
っ
て
い
る
「
共
謀
ぎ

「
テ
ロ
等
1
 
、
我
々
が
反
対
し
て
き

た
「
年
金
カ
ツ
ト
法
」
は
二
将
来
零
確

坐
」
と
い
っ
た
具
A
是

い
ず
れ
も
不
焚
口
な
本
質
や
圭
を
隠
し

て
、
轟
り
の
よ
い
言
葉
に
置
哀
え
て
い

る
ね
。
で
、
一
番
の
鳥
は
ウ
ソ
で
命
の

復
に
さ
ら
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
鳥
隊

員
た
と
思
っ
。

テ
ツ
軽
々
し
く
号
暴
ξ
て
あ
そ
ぶ
荏
よ
っ

て
、
命
の
硬
に
さ
ら
さ
れ
る
人
た
ち
が
い

る
。
重
い
重
い
喜
驫
じ
て
ほ
し
い
。

鳥一
一
.
1

.

倉

二
一

.

西
↑

.

河

の
所
侍
が
二
0
万
円
以
下
の
人
は
里
口
し
な


